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北九州市議会議員 大久保むが 市政レポート

　平成24年１2月定例会（12月3日～12月10日）が開催されました。

　今議会では、市側からコムシティの工事請負契約の一部変更や、コムシティへ移転する八幡西生涯学習

総合センター、市立ユースステーションの新設に伴う関係規定の一部改正などが上程され、成立しました。

コムシティに隣接する黒崎西駐車場の料金を改正する条例案も示され、これまで30分150円だったもの

が30分100円に、さらに時間外1回750円だったものが、3時間を超えて6時間以内は上限が600円と

改められるなどの案が示されました。

　また、市民太陽光発電所特別会計として、5億2500万円が債務負担行為※1として計上されました。

　さらに、地方自治法改正に伴い、政務調査費の名称が、政務活動費へと変更されました。

無我改革で北九州を変える!!

※1 債務負担行為とは
単年度では執行不可能な場合、翌年度以降の予算支出を前提に契約を行う行為（複数年度での工事、各年度毎に予算措置が必要）

平成24年北九州市議会12月定例会

無我夢中の4年間
身の丈の政治を考える
大久保むがの挑戦
議員定数削減について
大久保むがさんに期待しています！（北橋健治 北九州市長 談）
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　初春のお慶びを申し上げます。

　お陰様で、議会ごとに作成してきましたこの市政レポートも、幾度か形を変

えながらも年に4回発行して4年目、今回で16回目の発行となりました。

　市政の報告や現状をより分かり易く、そしてなるべく詳しく皆様へお伝え

できればと心掛けて参りました。

　まだまだ不十分な点もあろうかと思いますが、これからも皆様へ議会の状

況がお伝えできますよう、そして、より分り易い紙面になりますように努力し

て参ります。

　本年も変わらぬご声援を賜りますようお願い申し上げます。

1月1日　元旦　

迎春

北九州市議会議員  大久保むが





12月定例会・議会改革協議会

Tel 093-863-5530  Fax 093-863-5531
http://www.mugamuga.net/
E-mail yahatanisi@mugamuga.net

〒807-0831 北九州市八幡西区則松2－9－2

北九州市議会議員  大久保むがプロフィール

◎この市政レポートは、市議会各派に交付される政務調査費と後援会費を用いて作成しています。 ◎重複して送付されたり、宛名変更がある場合は、お手数ですが大久保むが事務所までご一報ください。
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＜趣味＞ 北九州市論・ピアノ・ギター・釣り
＜尊敬する人＞ 土光敏夫
＜好きな食べ物＞ カレー、焼き芋、
　　　　　　　　 うどん、カツ丼
＜好きな言葉＞ 少年老い易く学成り難し
　　　　　　　 一寸の光陰軽んずべからず

大久保むが事務所

昭和63年枝光小学校卒業。平成3年枝光北中学校卒業。平成
6年福岡県立北筑高等学校卒業。平成10年九州国際大学国
際商学部卒業後、平成12年から元衆議院議員・北橋健治氏
の秘書に。その後、さらなる政治の勉強をするため、平成
18年北九州市立大学・法学研究科に入学、政策科学を学ぶ。
勉学のかたわら、参議院議員・大久保勉氏の秘書を平成19
年まで務める。平成20年3月、北九州市立大学・法学研究科
を卒業。同時にヘルパー 2級取得。平成21年北九州市議会
議員に初当選、総務財政委員会に所属、民主党福岡県第9区
総支部常任幹事、NPO法人「KID's work」 理事。

大久保むがさんに期待しています！！
　大久保むがさんとは、行政と議会というそれぞれの立場で、北九州市発

展のためにオープンな議論を行い、互いに切磋琢磨してまいりました。市

制50周年という大きな節目を迎えるにあたり、北九州市の明るい未来を切

り拓くため、優れた見識をもたれ、豊かな経験と実績を備えた大久保むが

さんに、ますます力を発揮していただけるものと期待しています。

夢中!!

キタQに
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号  外　12月定例会では議会改革について議員報酬の

8％削減（議員一人当たり年間114万円）、政務調

査費の月額3万円の削減、費用弁償の廃止、海外

視察参加人数の半減などが決められました。

　議員定数については、議会改革協議会において

私たちの会派「ハートフル改革市民連合」と公明党

が「3名削減」を主張し、自民党と共産党が「削減反

対」と賛否が分かれました。

　この結果、結論を得る事ができなかったため、

議員定数削減に関して、改選後の協議会に委ねる

ことになりました。  

　さて、去る9月議会において定数削減に関する

条例案が提出され、審議の結果否決されました。

更にこれに先立つこと本年3月、私たちの会派

「ハートフル改革市民連合」は議員定数削減を含め

た議会改革に関する委員会を会派内で立ち上げ議

論を始めてきました。今回行われた議員定数削減

の提案については、財政の効率化をその大きな根

拠としていますが、議員定数削減の結果、市民の

声が行政へと届かなくなってしまっては本末転倒

となってしまいます。

　私たちの仕事は、幅広く市民の皆様の声を議会

へ届け、行政へと反映させる事と、制度を条例と

いう形で作っていくこと、さらに行政が行ってい

る事務事業の監視を行うことにあります。

　確かに人口が減少する中で、最も人口が多かっ

た頃の議員の数をこれからも維持する事は、時代

にそぐわない選択であると思います。

　現在、未来の本市に対して何人の議員が適切で

あるのか、例えば人口の増減によって議員定数も

自動的に増減するようなルール作りを行う事がこ

れまでなされておらず、早急にこのルール作りに

着手すべきであると考えます。

　また削減された費用が何に充てられるのかを考

えなければ本当の改革とは言えません。

　削減＝改革という安直な発想ではなく、削減さ

れて捻出された予算を政策立案機能の強化に結び

つけるなど、真の改革を行なう方針が示されなけ

れば、定数削減は単なるパフォーマンスと取られ

ても仕方ありません。

　私達は議会の機能を損なうことなく、無駄の削

減へ向けて取り組みを行なう姿勢を今後も貫いて

参ります。

議員定数削減について

北九州市長  北橋 健治
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